























































































































　会誌では特集号が企画されることもあり、第 2巻第 2号は江戸、第 4巻第 2・3






































　第 2回は大正 7年（1918）7 月に開催され、王子・赤羽方面を散策している。
彙報を見る限りでは、大正 8年（1919）になるとかなり軌道にのってきたようで、













（3）資料展覧会                              




大正 12年（1923）6月 23・24 日に深川史料展覧会、大正 12年 5月 22 日に本所郷

















































































































































　関東大震災は、大正 12 年（1923）9 月 1日午前 11 時 58 分、相模トラフと呼ば
れる海構沿いのプレートの境界で発生した広範囲な断層のズレによって発生した





































































































































































































（ 4）『武蔵野』第 8巻第 2号（1926 年）。
（ 5）『武蔵野』創刊号（1918 年）。
（ 6）『武蔵野」第 5巻第 2号（1922 年）。
（ 7）『武蔵野』第 10巻第 3号（1935 年）、『武蔵野』第 10巻第 5号（1927 年）。
（ 8）『武蔵野』創刊号（1918 年）。





（11）『武蔵野』第 2巻第 3号（1919 年）。
（12）『武蔵野』第 13巻第 5・6号（1929 年）。
（13）北原糸子『関東大震災の社会史』（毎日新聞出版、2011 年）
（14）～（16）『武蔵野』第 7号第 1巻（1924 年）。
（17）多麻市談会の活動については、拙著『近世日本の歴史意識と情報空間』（名
著出版、2010 年）を参照。
（18）『多麻史談』創刊号（1933 年）。　
（19）小河内ダムの建設経緯については、東京都教育委員会編『東京都文化財調査
報告書第四集　小河内の文化財調査報告』第一分冊（1957 年）および註（17）
拙著に詳しい。
（20）～（22）『多麻史談』第 2巻第 2号。
（23）註（3）に同じ。
